
 

 

 

 

 

 

 

ジブリパークのダイジェスト映像が届きました！ 

増田さん、いつもありがとうございます。 

https://www.youtube.com/watch?v=cssPwd1lj3s 

  

  
今回の訪問で最も心躍ったのは、「大倉庫」でした。 

「なりきり名場面」というコーナーがあり、そこでジブリの登場人物にな

https://www.youtube.com/watch?v=cssPwd1lj3s


り切って写真を撮ることができました。 

舞い降りてくるシータを受け止めたり、狸たちの議論に参加したり、ポル

コとの決闘に臨んでみたり。 

自分自身が映画のワンシーンに登場したかのような感覚を覚えた子もたく

さんいたはずです。 

予約を取ることすら難しい貴重な場所に、みんなで行けたことは本当に幸

せでした。 

お弁当作りはじめ、当日の朝からたくさんのサポートをいただき、誠にあ

りがとうございました。 

「見てみて～」とお弁当を嬉しそうに見せてくれた子もいましたし、お家

に帰ってからたくさんのお土産話をした子もいたはずです。 

特に、お弁当タイムになった時に何人かの子が 

「食べるのがもったいない」 

とつぶやいていたのがとてもかわいらしかったです。 

 まじまじとお弁当を見つめている子どもたちは、普段の給食を食べる時の

様子とはまったく違った様子で「食事」に向かっていました。 

 そうそう、お弁当と言えば、私も作ってもらったわけですが、その日の朝

に「キャラ弁にする？」と妻に尋ねられました。 

 面白そうだと思った私は即答で YES と答えたわけですが、そのお弁当を

食べながらふと色々と思い出すことがありました。 

 何かというと、２０代前半の頃の教師になりたての自分だったならば、ま

ず間違いなくキャラ弁は持っていくことができなかっただろうということが

思い浮かんだわけです。 

 教壇に立ったばかりの頃は、「教師とはかくあるものだ」という思い込み

が強かったですし、どこか完璧な人物像を作り出さねばならないという観念

にも囚われていた覚えがあります。 

 ですが、以前も書いた通り、教師も一人の人間です。 

得意なこともあれば苦手なこともあります。 

その凸凹しているのが人間の自然な姿だともいえます。 

その上で、「人は長所で尊敬されて短所で愛される」という言葉もある通

り、強みで誰かに貢献していくことも、弱みで誰かの手を借りることも、そ

の両方が生きていく上で大切なことなんだと思います。 



私の持っていったキャラ弁を見て、子どもたちは嬉しそうにフフフと笑っ

ていました。そして、 

「先生もトトロ好きなんだね」 

と多くの子に言われました。 

「先生も、子どもの頃があったんだよ。」 

と返すと、決まって子どもたちは目を丸くしていました。 

 きっと、学校にいる先生が子供の頃があったとは想像したことがなかった

のでしょう。 

 強みで誰かに貢献しつつも、苦手なところがあって自然であるということ

も、いろんな機会に伝えていきたいと思います。 

 さて、今回は外国人の先生方から原稿が寄せられたので、以下に原文のま

まで紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 
 

１学年通信「コスモスハーモニー」読者ページ (google.com) 

https://docs.google.com/forms/d/1DoRWC86GgFFKay0oi7CTk6XcbykJgZ7y9xbvViZBZ-k/viewform?edit_requested=true

